
役
職
別
で
は
局
官
ポ
ス

ト
が
５
２
名
と
最
も
多
く
、

事
務
所
課
長
が
７
名
、
事

務
所
長
が
１
５
名
、
副
所

長
が
１
５
名
と
な
っ
て
お

り
、
上
位
の
職
階
ほ
ど
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
整
別
で
は
、
関
東
地

整
が
２
４
名
と
群
を
抜
い

て
多
く
、
後
は
九
州
･
中
国

･
東
北
･
北
陸
地
整
と
続
い

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
勧
奨
で
の
退

職
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
局

官
ポ
ス
ト
及
び
事
務
所
長

で
し
た
が
、
早
期
退
職
制

度
に
よ
り
退
職
す
る
役
職

の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
管
理
職
員
等
以

外
の
早
期
退
職
制
度
の
利

用
者
は
８
名
、
管
理
職
員

等
以
外
の
年
度
内
辞
職
は

４
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
近
畿
地
整
で
は
辞

職
者
の
多
く
が
若
年
層
で

あ
り
、
再
就
職
先
は
、
地

方
公
共
団
体
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

上
グ
ラ
フ
は
、

早
期
退
職
者
の

年
度
別
変
化
で

す
。早

期
退
職
制

度
が
実
施
さ
れ

た
平
成
２
５
年

度
か
ら
明
ら
か

に
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

国
民
に
疑
惑

を
持
た
れ
な
い

退
職
制
度
で
あ

る
こ
と
を
望
み

ま
す
。
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今年度勧奨退職119名
近年増加の傾向

本
局
官
ポ
ス
ト
･
事
務
所
長
･
副
所
長
が
多
数

ユ
ニ
オ
ン
の
調
査
に
依
り
ま
す
と
、
今
年
度
の
四
月
期
人
事
の
中
で
、
１
１
９

名
の
管
理
職
員
等
が
早
期
退
職
制
度
（
勧
奨
退
職
）
を
利
用
し
て
退
職
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

管理職員等の早期退職者      ２８年４月期
東北 北陸 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 地理 本省付 計

1 1 2
1 2 1 3 7

1 1
1 1 1 1 2 6

1 9 1 1 1 2 15
2 3 2 2 1 1 2 2 15
1 1 2

3 1 1 5
8 5 11 4 3 11 4 6 52

0
9 9

5 6
13 13 24 11 8 14 7 15 9 5 119
2 1 2 1 1 1 8
1 2 1 4
5 6 8 6 14 5 3 1 48

官　　　職
出張所長
事務所課長
建設専門官
事務所・官ポスト

3/31付管理職等以外計

副所長
事務所長
局・補佐
局・課長
局・官ポスト
局長等
地理
本省付
4/1付管理職等計
4/1付管理職等以外計

3/31付管理職等計
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早期退職者数の推移

あ
な
た
も

管
理
職
ユ
ニ

オ
ン
へ
！



４
月
１
４
日
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
．
５
の
前
震
、

１
６
日
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．
３
の
本
震
、
そ
の

後
に
頻
発
す
る
強
い
地
震

に
よ
り
、
熊
本
県
や
大
分

県
な
ど
で
は
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
長

引
く
地
震
の
影
響
で
今
後

の
被
害
の
予
測
す
ら
も
出

来
な
い
状
況
に
あ
り
、
被

災
地
の
住
民
の
不
安
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。

地
震
発
生
地
の
熊
本
県

や
大
分
県
な
ど
に
住
む
職

員
も
、
国
土
交
通
省
の
職

員
と
し
て
救
援
･
復
旧
の
先

頭
に
立
ち
日
夜
奮
闘
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

事
務
所
や
全
国
か
ら
５
月

２
日
現
在
延
べ
６
，
３
１

８
人
の
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス

隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

職
員
な
ど
も
、
現
地
の
支

援
に
力
を
尽
く
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
は
国
土
交
通
省

に
働
く
管
理
職
員
で
組
織

す
る
組
合
と
し
て
、
国
民

か
ら
負
託
さ
れ
て
い
る
国

民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

こ
れ
ら
の
活
動
を
全
力
を

挙
げ
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
昼
夜
を
分
か

た
ず
被
災
地
で
の
救
援
･
復

旧
に
奮
闘
し
て
い
る
職
員

の
安
全
と
健
康
を
守
る
た

め
当
面
の
要
求
と
し
て
４

月
２
６
日
緊
急
要
求
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
の
調
査
に
依

り
ま
す
と
、
２
０
１
６
年

四
月
期
の
辞
職
･
定
年
退
職

な
ど
に
よ
る
地
整
別
定
員

減
（
国
土
地
理
院
も
含
め
）

は
５
１
３
名
、
各
地
整
新

規
採
用
数
（
国
土
地
理
院

も
含
め
）
が
４
２
１
名
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

四
月
期
に
は
、
出
向
や

そ
の
帰
り
な
ど
の
他
の
要

素
も
あ
る
こ
と
か
ら
単
純

に
比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

予
算
定
数
上
す
で
に
９
２

名
の
空
き
が
生
じ
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
７
月
期
の

予
算
定
員
と
実
定
員
の
差

（
国
土
地
理
院
も
含
め
）

は
、
４
０
０
名
以
上
と
い

う
ユ
ニ
オ
ン
調
査
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
２
０
１
４

年
度
一
年
間
の
中
途
採
用

者
の
実
績
（
国
土
地
理
院

も
含
め
）
は
４
７
名
で
し

た
。こ

れ
ら
の
事
実
か
ら
次

の
よ
う
な
実
態
が
見
え
て

き
ま
す
。

１
．
フ
ル
再
任
用
を
地
整

で
実
施
し
な
い
理
由
と

し
て
、
歪
な
年
齢
構
成

を
修
正
す
る
た
め
に
、

「
新
規
採
用
等
の
枠

を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
実
態
は
退
職
者
の

空
き
す
ら
も
埋
め
ら
れ

な
い
と
い
う
実
態
。

２
．
年
度
当
初
よ
り
、
す

で
に
３
０
０
名
前
後
の

定
員
の
空
き
が
あ
る
。

３
．
昨
年
４
０
０
名
以
上

の
定
員
の
空
き
を
作
っ

て
い
た
の
は
、
今
年
度

の
定
員
削
減
用
の
枠
と

し
て
確
保
し
て
い
た
。

４
．
国
土
交
通
省
は
、
全

府
省
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
定
員
削
減
を
実
施
す

る
た
め
、
国
土
地
理
院

を
含
め
地
方
整
備
局
で

そ
の
受
け
皿
作
り
を
し

て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、

新
規
採
用
者
の
抑
制
で

あ
る
し
、
中
途
採
用
の

抑
制
、
そ
し
て
フ
ル
タ

イ
ム
再
任
用
者
の
抑
制

で
す
。

熊本震災の救済･復旧に

全国から延べ6,318人のテックフォースが派遣
４月２６日付け

「緊急要求書」の内容

１．国民の安全と安心を守る為、被
災地の救援と復旧に全力を挙げる
こと。

２．被災地の救援と復旧に関わる全
ての職員等（再任用者、業務委託
者、請負会社社員）の安全体制を
十分に確保すること。併せて、そ
の安全体制確保は、本省･本局が全
責任を持って行うこと。

３．被災地の救援と復旧に関わる全
ての職員等（再任用者、業務委託
者、請負会社）の健康管理に十分
注意をすると同時に、交代要員な
どを確保すること。併せて、その
健康管理については、本省･本局が
全責任を持って行うこと。

４．現地での作業が混乱無く遂行で
きるよう、指揮命令系統は一本化
すること。特に本省･本局から直接
現地への指示命令は避けること。

全府省でトップクラスの定削のため

新採･中途採用･
フル再任用を抑制

職
員
や
関
係
者
の
安
全
･
健
康
管
理
な
ど
を
求
め

緊
急
要
求
書
を
提
出

東北 北陸 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 地理 計
四月期退職者数 63 58 78 77 86 53 31 42 25 513
新規採用者数 54 45 55 73 63 39 30 35 27 421
定員の空き数 9 13 23 4 23 14 1 7 -2 92

２０１６年度当初に発生している定員の空き数


